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デジタル変革時代のＩＣＴグローバル戦略懇談会 技術戦略 WG 第一回への意見提出 

2019.1.8 日本電気株式会社 江村克己 

（１） ICT の進展と社会実装

 AI、IoT の進展にともなって、データ活用がデジタル変革の鍵となっている。デー

タ活用において意識すべきことは、セキュリティを含めた最先端技術の研究開発

はもちろんであるが、データが持つバイアスの影響、プライバシー問題を含めた社

会の受容性、GDPR をはじめとした規制や法制度の理解等が重要になる。

 特にビジネスの成否が、技術的な性能ではなく、広い意味でのデザインや規制で決

まることが多くなっている中で、技術戦略を議論する際にも、技術に偏りすぎない

議論を行うことが肝要である。

 研究開発におけるグローバル連携の推進に加え、制度面等での国際調和、標準化の

推進を意識することも必要である。

（２） これからの研究開発の進め方

 アジャイル開発が成功への鍵と言われる時代に、従来型のゴール（研究開発成果目

標と時期）を設定してリニアに進める研究開発は、少なくとも ICT、デジタルの分

野ではそぐわなくなってきている。

 研究ターゲットを決めるにあたっては、技術を起点にしたシーズ指向の議論のみ

ならず、社会課題の解決やありたい姿の実現、市民の要望への対応等、ニーズ指向

のアプローチが重要である。両者を組み合わせて、行き来しながらターゲットも柔

軟に修正し、プロジェクト期間もフレキシブルにして検討を行うことが望まれる。 
 ゴールをイメージする上では、SDGs を参照するのは良いことである。一方で、

SDGs は経済成長、社会的包摂、環境保護を包括的に扱っており、個別の課題への

対応で、SDGs への貢献を訴求することは避けるべきと考える。

 Society5.0 はひとつの目指すべき社会像であり、大きな方向性を示している。この

Society5.0 実現のために取り組むべき研究内容については、対象とする課題と取り

組むべき領域をしっかり絞った上で決めていくべきである。

 社会課題をイメージした研究開発においては、研究開発に参画するメンバーに市

民やデザイナーを入れる等、新しい視点から研究エコシステムを作ることが必要

である。さらに研究プロジェクト通して、人材育成、社会受容性の向上を行うこと

もスコープに入れるべきであり、アウトリーチ活動の積極的推進などが望まれる。 
 研究成果の評価には、社会実装が促進されるような評価軸を設定すべきである。例

えば研究プロジェクトの成果によりどれだけの雇用が創出されたかを測るという

ようなことが考えられる。

以上
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技術戦略WG第1回資料

東京大学大学院情報学環
中尾彰宏

     

2019/1/10

      

1. ICTの進展
(1)新たなICTによる経済・社会・暮らしへの影響
(2)2030年代に向けたICTの研究開発等の在り方
・オープンイノベーションを促進するための研究開発環境の在り方
2.ICTの社会実装の加速化
・国研や大学が有する研究開発成果の社会実装を加速化す るための方策
• 地域の抱える課題の解決に向けた社会実装における国の役割
(例えば、地域のニーズを的確に吸い上げて研究開発に フィードバックし、
更にその成果を広く展開するためには、どのような仕組みが必要か)
→→地域まるごとICTテストベッド（破壊的技術サンドボックス）
3．SDGsの達成への貢献
→東京大学の未来協創本部（FSI）
→未来社会協創国際卓越大学院

第1回会合における論点
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技術戦略ワーキンググループ 開会によせて 

中須賀真一 

東京大学大学院 工学系研究科 教授 

○ 近年、情報通信技術（ＩＣＴ）の進化により、ＡＩやビッグデータを用い

た革新的なアプローチによるイノベーションが、世界規模で創出されてい

る。ＩＣＴ分野でのイノベーションには、特に海外ではベンチャー企業が

重要な役割を果たしている。

○ 「最後のフロンティア」と言われる宇宙分野においても、ＡＩやビッグデ

ータの活用は有効である。従来は政府が牽引し、それを支える大企業

（Established Space）が主導してきた宇宙分野においても、「宇宙ベンチ

ャー」といわれる企業が、海外のみならず国内でも台頭しており、宇宙分

野の発展に重要な役割を果たしつつある。特に 100kg以下の超小型衛星が

宇宙利用のしきいを下げ、大きな Game Changeを起こしつつある。

○ さらに、宇宙分野に閉じることなく、宇宙から地球を撮像して得られる

Big Dataや宇宙からもたらされる高精度測位情報を他の分野の情報と組み

合わせることにより、先駆的なイノベーションをもたらし社会を活性化し

ていくことも重要な視点である。

○ 本懇談会においては、宇宙と地上の垣根を越え、オールジャパンで取り組

むことはもとより国際連携も含めて、ＩＣＴを活用したイノベーションが

もたらす第四次産業革命、Society5.0の具体的な実現に向け、技術の進展

や需要を喚起する方策、それを社会に実装するための常識を超えた仕組み

等について議論を深め、戦略を練り上げていくことが重要である。その中

で宇宙の活用方法もぜひ議論していきたい。
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